
資
料

１
埼
玉
県
環
境

科
学
国

際
セ
ン
タ
ー
研
究
成
果
等
実
績

平
成
年

度
区

分
単

位
通
算

1
2

13
14

1
5

1
6

17
18

1
9

2
0

2
1

22
2
3

2
4

2
5

26

(1
)

論
文

掲
載

数
1
6

11
13

1
5

2
9

2
0

23
2
0

1
7

2
6

21
40

3
4

3
1

25
3
41

研
(2
)

国
際

学
会
発

表
発

表
件

数
3

11
15

1
0

1
4

1
7

14
8

9
2
0

2
3

3
0

2
7

2
3

3
7

2
6
1

究
(3
)

総
説

・解
説

掲
載
数

1
3

15
14

1
4

8
1
5

15
2
1

1
9

1
4

16
6

1
1

1
3

19
2
13

成
(4
)

国
内

学
会

発
表

発
表

件
数

3
7

4
7

6
8

7
7

4
7

5
0

6
2

6
0

7
3

8
9

1
0
3

1
0
5

9
7

1
0
6

7
0

1
,0
9
1

果
(5
)

そ
の
他
の
研

究
発

表
発

表
件
数

4
6

5
6

3
7

8
5

1
5

2
4

23
26

5
5

3
2

31
2
50

の
(6
)

報
告

書
件

数
0

3
4

2
2

3
3

4
5

3
3

4
7

7
6

56

区
(7
)

書
籍

件
数

7
3

3
5

5
3

6
7

2
0

3
1

2
3

3
53

分
(8
)

セ
ン
タ
ー

報
（
総

合
報

告
、
研

究
報

告
、
資

料
）

掲
載
数

4
4

7
7

9
7

2
4

2
1

3
4

3
6

7
70

研
究

成
果

等
発

表
実

績
合

計
(1
)～

(8
)

8
4

1
00

1
29

1
3
6

1
1
7

1
2
2

1
33

1
2
9

1
4
2

1
7
7

1
95

2
16

2
3
6

2
2
1

1
98

2
,3
3
5

研
修

会
・
講

演
会

等
の
講

師
実

績
件

数
5
3

64
65

1
0
1

1
0
2

1
1
4

1
29

1
5
2

1
9
7

1
7
9

2
00

1
45

1
4
2

1
6
7

1
79

1
,9
8
9

大
学

･民
間

企
業

と
の
共

同
研

究
・研

究
協

力
件

数
3

15
24

3
2

2
8

2
6

22
2
7

2
7

3
0

25
41

4
0

3
8

32
4
10

海
外
研
究

機
関

と
の
共

同
研
究

・研
究
協
力

実
績

件
数

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
2

6
5

6
7

5
8

6
45

外
部

資
金

研
究

の
実
施
（
科

研
費
等

の
補
助
金

に
よ
る
）

件
数

＊
＊

＊
＊

6
4

11
1
2

1
5

1
8

21
35

3
5

3
4

27
2
18

注
）

欄
中

の
「
＊

」
は
集

計
し
て
い
な
い
こ
と
を
示

す
。
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資
料
２

自
主
研
究
実
施
状
況
－
１

研
究
期
間
（
平
成

年
度
）

研
究

タ
イ
ト
ル

研
究

代
表

者
1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

1
8

1
9

2
0

2
1

2
2

2
3

2
4

2
5

2
6

2
7

2
8

2
9

都
市

部
に
お
け
る
地

球
温
暖
化
物
質

濃
度

（
改
題
）
地

球
温
暖
化
物
質

の
精
密
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
関
す
る
研

究
(H

1
3
～

)
武
藤

降
水

成
分
へ
の
地
域
大
気

汚
染
の
影
響
に
関
す

る
研
究

松
本

P
M
2
.5
の
地
域
汚
染
特
性

に
関
す
る
研
究

米
持

揮
発

性
有

機
化

合
物

の
大

気
中

汚
染

特
性

の
把

握
竹
内

廃
棄

物
焼
却
炉
か
ら
排
出

さ
れ
る
化
学

物
質
濃
度
の
特
性

唐
牛

水
道

水
源
等
に
お
け
る
ア
オ
コ
の
発
生
と
、
富
栄
養
化
物

質
及
び
藻
類
代
謝

産
物
の
生
成
に
関
す
る
研
究

伊
田

環
境

水
中
に
お
け
る
フ
ミ
ン
物
質
の
形
態

解
析
と
化

学
物
質
と
の
相
互

作
用

高
橋

非
イ
オ
ン
界

面
活
性
剤

及
び
そ
の
分
解
物
に
関
す
る
研
究

斎
藤

鎌
北

湖
に
お
け
る
無

機
的
環
境
因
子

の
変

動
に
伴
う
植
物

プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
分
布

が
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
挙

動
に
及
ぼ
す
影
響
に
関
す
る
研
究

田
中

（
改
題

）
既
存
生
態
系

を
活
用
し
た
バ
イ
オ
マ
ニ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
手
法
に
よ
る
汚
濁
湖
沼
の
水
質

改
善
に
関
す
る
研
究
(H

1
3
～
)

排
水

処
理
シ
ス
テ
ム
の
違
い
に
よ
る
温
暖
化
ガ
ス
亜
酸
化
窒
素
の
放

出
特
性
に
関
す

る
研
究

金
（
改
題

）
高
濃
度
有
機

性
排
水
の
処
理
過
程

か
ら
放
出
さ
れ
る
温
暖
化
ガ
ス
亜

酸
化
窒
素
の
生
成

抑
制
手
法
に
関
す
る
基
礎
研
究
(H

1
3
～
)

下
水

処
理
水
還
流
事

業
に
よ
る
水

質
変
化
と
水

辺
生
態
系
の
変
遷

長
田

河
川

ビ
オ
ト
ー

プ
が
水

圏
生

態
系

お
よ
び

水
質

浄
化

に
及

ぼ
す

影
響

金

ひ
素

・
セ
レ
ン
等
有

害
重
金
属
類
の
水

環
境
中
に
お
け
る
存
在
形
態
把
握

と
対
策
に
関
す

る
研
究

伊
田

焼
却

処
理

に
関

す
る
研

究
倉
田

破
砕

選
別
施
設
か
ら
排
出

さ
れ
る
残
土

中
有
機
物
の
削
減

に
関

す
る
研
究

渡
辺

廃
石

膏
ボ
ー
ド
の
埋

立
に
お
け
る
環

境
影
響

小
野

大
気

中
か
ら
地
面
に
移

行
す

る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
動
態

解
明

王

生
物

を
利

用
し
た
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
濃

縮
に
関

す
る
研

究
蓑
毛

計
算

化
学
を
利

用
し
た
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
毒
性

・
物
性
予
測
に
関
す

る
研
究

大
塚

ホ
ウ
酸

イ
オ
ン
高
吸
着
能
を
有
す
る
キ
レ
ー
ト
樹
脂
の
開

発
に
関
す
る
研
究

大
塚

微
動

探
査

法
に
よ
る
関

東
平

野
の
基

盤
構

造
調

査
松
岡

地
質

地
盤
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の
運
用

と
地
域
環
境

特
性
の
解
析

八
戸

地
域

地
震
特
性
解
析

に
関

す
る
研
究

白
石

発
生

源
低

騒
音

化
手

法
の
開

発
白
石

埼
玉

県
動

植
物

画
像

・
文

字
デ

ー
タ
ベ

ー
ス
の
構

築
嶋
田

生
態

園
に
お
け
る
昆

虫
類
等
多
様
性

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調

査
嶋
田

ス
ギ
衰
退

に
及
ぼ
す

オ
ゾ
ン
濃
度
等
の
影
響
に
関
す

る
研
究

小
川

奥
秩

父
亜
高
山
帯
に
お
け
る
樹
木
衰

退
に
関
す
る
研
究

小
川

植
物

に
及
ぼ
す

オ
ゾ
ン
と
高
濃
度
C
O

の
単

独
お
よ
び

複
合
影
響
に
関
す
る
研
究

三
輪

2

微
小

昆
虫
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
よ
る
生
物
多
様
性
評
価

手
法
の
開
発

嶋
田

水
稲

害
虫
防
除
農
薬

の
節

足
動
物
に
与
え
る
影

響
評
価

嶋
田

水
生

生
物
に
対
す
る
内
分
泌
か
く
乱
化
学
物
質

の
影

響
茂
木

（
改
題

）
内
分
泌
か
く
乱
化
学
物

質
が
水
圏
生
態
系
に
及

ぼ
す

影
響
機
構
の
解
明
及

び
保
全
手
法
の
検

討
に
関
す
る
研
究

(H
1
6
)

土
壌

・
地

下
水

汚
染

の
調

査
解

析
手

法
の
検

討
高
橋

燃
焼

に
よ
る
発

生
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
組

成
解

析
昆
野

農
薬

に
よ
る
地
下

水
汚
染
の
簡
易
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
手
法

に
関
す
る
基
礎

的
研
究

－
韓

国
済
州
道
を
フ
ィ
ー

ル
ド
と
し
た
済
州

大
学
と
の
共
同

研
究
－

金

埋
立

終
了
後
に
お
け
る
発
生
ガ
ス
の
移
動

メ
カ
ニ
ズ
ム

長
森

埋
立

地
内
に
お
け
る
廃
棄
物
層
の
生
物
学

的
安
定
化
機
構

の
解
明

木
持

バ
イ
オ
レ
メ
デ
ィ
エ
ー

シ
ョ
ン
技

術
の
活

用
に
よ
る
有

害
化

学
物

質
汚

染
環

境
の
高

度
浄

化
に
関

す
る
研

究
王

法
規

制
対

象
外

施
設

か
ら
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類

発
生

機
構

の
解

明
杉
崎

模
型

地
盤

を
用

い
た
電

気
探

査
法

の
環

境
調

査
へ

の
適

用
方

法
に
関

す
る
研

究
佐
坂

大
気

降
下

物
中

の
窒

素
化

合
物

濃
度

の
地

域
特

性
に
関

す
る
研

究
松
本

磁
場

を
用
い
た
光

触
媒
共
析
材
料
の
開

発
と
大
気
浄

化
へ
の
応
用

米
持

ハ
イ
ボ
リ
ウ
ム
エ
ア
サ
ン
プ
ラ
を
応

用
し
た
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類

発
生

源
の
位

置
特

定
に
関

す
る
研

究
蓑

毛

畜
産

系
排
水
に
お
け
る
窒
素
、
リ
ン
除
去
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
制
御
型
処
理

シ
ス
テ
ム
の
開
発

金
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資
料
２

自
主
研
究
実
施
状
況
－
２

研
究
期
間
（
平
成

年
度
）

研
究

タ
イ
ト
ル

研
究

代
表

者
1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

1
8

1
9

2
0

2
1

2
2

2
3

2
4

2
5

2
6

2
7

2
8

2
9

河
川

管
理

か
ら
回

収
し
た
未

利
用

資
源

再
生

・
循

環
型

中
小

汚
濁

河
川

の
修

復
に
関

す
る
研

究
金

（
改

題
）
河

川
管

理
か
ら
回

収
し
た
未

利
用

資
源

再
生

・
循

環
型

中
小

汚
濁

河
川

の
修

復
及

び
水

質
・
底

質
改

善
に
関

す
る
研

究
(H

1
6
)

生
ご
み
・
家
畜
糞

混
合
堆
肥
の
混
合
比

に
つ
い
て

－
地
域
物
質
収

支
と
堆
肥
性

状
か
ら
の
考
察
－

長
谷

自
然

環
境

デ
ー

タ
ベ

ー
ス
の
構

築
お

よ
び

環
境

保
全

機
能

評
価

手
法

の
検

討
米
倉

（
改
題

）
自
然
環
境
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
と
そ
の
利
用
に
よ
る
環
境
保
全

機
能
評
価
手
法

の
検
討
(H

1
7
～
)

奥
秩

父
の
樹
木
立
枯
れ
域
内
外
の
気
象
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

（
改

題
）
奥
秩
父
の
樹
木

立
枯
れ
及
び

気
象
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
(H

1
7
～

)
小
川

生
物

多
様
性
保
全
に
関
す

る
遺
伝
子
解

析
技
術
の
確
立

ア
マ
ウ
リ

表
層

地
盤
の
物
理
特
性
に
着

目
し
た
汚
染
解
析

と
評
価
に
関
す

る
研
究

石
山

大
気

中
に
お
け
る
焼

却
由
来
化
学
物

質
に
関
す
る
研
究

大
塚

道
路

沿
道
に
お
け
る
揮
発
性
有
機
化

合
物
濃
度
の
特
性
解

析
（
改
題
）
郊

外
地
域
に
お
け
る
揮
発
性
有
機
化

合
物
の
濃
度
変
動

解
析
(H

1
7
～

)
竹
内

環
境

水
中
の
亜
鉛
の
水
生
生

物
に
よ
る
バ
イ
オ
ア
ッ
セ
イ
に
関

す
る
研
究

田
中

河
川

底
質
中
の
有
害
汚
染

物
の
特
性
把
握
に
関

す
る
研
究

斎
藤

地
下

水
汚
染
モ
ニ
タ
ー
リ
ン
グ
手
法
と
し
て
の
バ
イ
オ
ア
ッ
セ
イ
技

術
の
活
用

金

建
設

廃
木
材
中
の
有
害
金

属
等
の
分
布
把
握

と
保
管
・
利
用

時
の
安
全
性
に
関
す

る
研
究

渡
辺

埋
立

地
に
お
け
る
廃

棄
物
層
内
の
物
質
移

動
の
検
討

成
岡

固
形

廃
棄

物
の
生

分
解

性
指

標
に
関

す
る
研

究
川
嵜

浅
層

地
盤

の
微

細
構

造
探

査
手

法
の
構

築
八
戸

高
有

機
質

粘
性

土
を
対

象
と
し
た
地

下
水

中
汚

染
物

質
の
浄

化
能

評
価

と
機

構
解

明
高
橋

新
規

立
体
構
造
を
有
す
る
光

触
媒
複
合
材
料

に
よ
る
汚
染

ガ
ス
浄
化
装
置

の
開

発
米
持

微
小

粒
子
P
M
1
に
よ
る
大
気
の
汚
染
特

性
に
関
す
る
研
究

米
持

廃
棄

物
埋

立
地

内
に
お

け
る
水

分
等

の
移

動
現

象
解

明
の
た
め
の
基

礎
研

究
磯
部

有
機

ハ
ロ
ゲ
ン
化
合

物
の
環
境
動
態
に
関

す
る
基
礎
的

研
究

杉
崎

表
面

波
伝
搬
特
性
に
関
す

る
基
礎
的
研

究
白
石

埼
玉

県
に
お
け
る
光

化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
の
植
物
影
響
把
握

法
の
確
立

三
輪

遺
伝

子
解

析
を
用

い
た
ミ
ヤ
マ
ス
カ
シ
ユ
リ
保

全
法
の
確

立
三
輪

埼
玉

県
に
お
け
る
魚

類
等
の
多
様
性
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査

金
澤

新
規

環
境
浄
化
担
体

と
ヨ
シ
等
を
活
用

し
た
水
質
浄
化
技

術
の
実
用
化
に
関
す
る
研
究

木
持

有
機

性
廃
棄
物
資
源

化
に
お
け
る
廃

棄
物
管
理
地
域
情

報
シ
ス
テ
ム
に
関

す
る
研
究

長
谷

電
気

化
学
的
手
法
に
よ
る
地
下
水

中
ヒ
素

の
オ
ン
サ
イ
ト
化
学
形
態

別
分
析
法
の
開
発

石
山

ム
サ
シ
ト
ミ
ヨ
保
全
の
た
め
の
元
荒
川

源
流
域
の
水
質
改

善
対
策
と
評

価
（
改
題
）
ム
サ
シ
ト
ミ
ヨ
保
全
の
た
め
の
元
荒

川
源
流
域
の
調
査
と
水
質
改
善
対

策
の
検
討

(H
1
9
)

金
澤

植
物

保
護
の
た
め
の
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
(オ

ゾ
ン
)環

境
基
準
の
提
言

に
向
け
た
基
礎
的
研
究

米
倉

湖
沼

に
お
け
る
大
型

二
枚
貝
の
多
元
的
活

用
に
関
す
る
基

礎
的
研
究
－
二

枚
貝
の
安
定
供
給
化

の
検
討
－

田
中

P
R
B
シ
ス
テ
ム
を
応
用
し
た
廃
棄
物

最
終
処
分
場
浸
出

水
の
場
内
浄
化
シ
ス
テ
ム
の
構
築

渡
辺

４
指
標
異

性
体
濃
度
測
定

に
よ
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
簡
易
測
定
法
の
開

発
大
塚

汚
染

土
壌
に
お
け
る
有
用
植
物
－
微

生
物
共
生
修
復
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
基
礎
研
究

王

地
質

地
盤
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の
運
用

と
地
域
環
境

特
性
の
解
析
－
地

質
地
盤
汚
染
評
価

支
援
シ
ス
テ
ム
の
構
築
－

八
戸

自
然

環
境

デ
ー

タ
ベ

ー
ス
の
G
IS
に
よ
る
構

築
・
運

用
－

野
生

生
物

生
息

条
件

の
空

間
的

評
価

－
嶋

田

湧
泉

の
立

地
特

性
と
水

質
形

成
に
関

す
る
基

礎
的

研
究

高
橋

連
続

稼
働

型
デ

ニ
ュ
ー

ダ
開

発
の
た
め
の
基

礎
的

検
討

米
持

埼
玉

県
内

に
生

息
す

る
魚

介
類

に
対

す
る
環

境
中

の
紫

外
線

吸
収

剤
の
生

態
リ
ス
ク
評

価
及

び
ヒ
ト
の
暴

露
量

に
関

す
る
研

究
亀

田

水
環

境
診

断
ツ
ー

ル
を
活

用
し
た
河

川
流

域
汚

濁
負

荷
解

析
モ
デ

ル
の
構

築
柿
本

廃
棄

物
最
終
処
分
場

に
お

け
る
地
球

温
暖
化
ガ
ス
の
発
生

量
に
関
す
る
研

究
長
森

一
般

廃
棄
物
焼
却
残

さ
等
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
方
向
性
に
関

す
る
研
究

倉
田

県
内

の
河
川
に
お
け
る
P
F
O
S
、
P
F
O
A
と
そ
の
前
駆
物
質

の
汚
染
実
態
の
把
握

茂
木

環
境

被
害

の
軽

減
を
目

的
と
し
た
地

域
地

震
動

特
性

の
解

析
と
詳

細
情

報
の
整

備
白
石
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資
料
２

自
主
研
究
実
施
状
況
－
３

研
究
期
間
（
平
成

年
度
）

研
究

タ
イ
ト
ル

研
究

代
表

者
1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

1
8

1
9

2
0

2
1

2
2

2
3

2
4

2
5

2
6

2
7

2
8

2
9

希
少

野
生
動
植
物
の
遺
伝

的
多
様
性
評
価

に
関
す
る
研
究

－
ム
サ
シ
ト
ミ
ヨ
の
D
N
A
マ
ー
カ
ー
の
開
発
－

三
輪

ム
サ
シ
ト
ミ
ヨ
生
息
域
に
お
け
る
生
活
雑
排

水
を
対
象

と
し
た
簡
易
・
効
率
的
水
処
理
技

術
の
開
発
と
実

証
木
持

環
境

基
準

の
設

定
を
踏

ま
え
た
大

気
中

微
小

粒
子

状
物

質
の
特

性
解

明
米
持

活
性

汚
泥

モ
デ

ル
の
活

用
に
よ
る
下

水
処

理
プ
ロ
セ
ス
か
ら
の
温

室
効

果
ガ
ス
発

生
抑

制
の
検

討
見

島

河
川

・
池
沼
表
面
水
の
水

質
汚
濁
特
性
評

価
と
発
泡
・
ぎ
ら
つ
き
現
象
の
原
因
解

明
池
田

廃
棄

物
処
理
に
お
け
る
省
エ
ネ
と
温

室
効
果
ガ
ス
の
発
生

抑
制

倉
田

低
温

地
熱
資
源
情
報

整
備
を
目

的
と
し
た
地
中

熱
利
用
地
域
特

性
解
析

濱
元

沖
積

堆
積

物
か
ら
の
重

金
属

類
溶

出
特

性
の
解

析
と
海

成
堆

積
物

の
簡

易
判

別
法

の
開

発
石
山

温
暖

化
お

よ
び

大
気

環
境

変
化

が
埼

玉
県

の
植

物
に
及

ぼ
す

影
響

予
測

増
冨

自
然

環
境

デ
ー

タ
ベ

ー
ス
の
G
IS
に
よ
る
構

築
・
運

用
－

自
然

環
境

変
遷

の
把

握
と
そ
の
影

響
－

嶋
田

熱
中

症
予

防
対

策
の
た
め
の
簡

易
な
大

気
熱

環
境

指
標

の
検

討
米
倉

カ
オ
リ
ン
及
び
関
連
粘
土
中

の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
分
布
調
査

と
環
境
負

荷
量
推
定

堀
井

淡
水

大
型

二
枚

貝
の
多

元
的

活
用

に
関

す
る
基

礎
的

研
究

－
二

枚
貝

の
稚

貝
供

給
方

法
の
検

討
－

田
中

（
改
題

）
水
環
境
に
お
け
る
大
型
二
枚

貝
の
多
元
的
活
用
に
関

す
る
基
礎
的

研
究
－
二
枚
貝
の
安

定
供
給
化
の
検
討
－

(H
2
3
～
)

工
場

内
で
利
用
可
能
な
V
O
C
局
所

対
策
手
法
の
開
発

米
持

微
小

有
機

成
分

粒
子

の
一

次
排

出
お

よ
び

二
次

生
成

の
寄

与
割

合
推

定
に
関

す
る
基

礎
的

研
究

長
谷

川

埼
玉

県
に
お
け
る
回

遊
魚
の
遡
上
お
よ
び
陸
封
に
関
す
る
実
態
把
握

金
澤

光
化

学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
に
よ
る
植
物

被
害
の
軽
減
手
法

に
関

す
る
検
討

三
輪

雨
水

中
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
に
関
す
る
研
究

（
改
題

）
降
水
に
よ
っ
て
水
環
境

に
移
行
し
う
る
燃
焼
由

来
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
に
関
す
る
研
究
(H

2
4
～
)

蓑
毛

生
活

排
水

中
お

よ
び

河
川

水
中

の
重

金
属

ナ
ノ
粒

子
の
汎

用
的

な
定

性
・
定

量
的

分
析

方
法

の
確

立
亀
田

微
動

探
査
法
に
お
け
る
深
度
方
向
指

向
性
に
関
す
る
研

究
白
石

埼
玉

県
に
お
け
る
地

下
水
質
特
性
の
総
合

評
価
と
そ
の
応

用
に
関
す
る
研

究
八
戸

微
小

エ
ア
ロ
ゾ
ル
の
通

年
観

測
試

料
を
活

用
し
た
各

種
大

気
イ
ベ

ン
ト
の
解

析
米
持

県
内

の
河
川
に
お
け
る
ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
系
殺
虫
剤

の
汚
染
実
態
の
把
握

大
塚

環
状

シ
ロ
キ
サ
ン
の
分

析
法
開
発
と
環
境
汚
染
実
態

解
明

堀
井

県
内

河
川
に
お
け
る
内
部
生
産
現
象

の
実

態
解
明
と
水

質
汚
濁
影
響
評

価
高
橋

下
水

処
理
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
N
2
O
生
成
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
評
価

見
島

海
成

堆
積

物
の
風

化
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
土

壌
汚

染
リ
ス
ク
管

理
に
向

け
た
検

討
石
山

土
壌

中
に
お
け
る
有

害
重
金
属
の
存
在
形

態
と
植
物
へ

の
移
行
状
況
の
解
析

石
山

地
中

熱
利
用
シ
ス
テ
ム
の
た
め
の
地
下
熱
環
境

評
価
手
法
と
熱
応
答
試
験
装

置
の
開
発

濱
元

自
然

環
境

デ
ー

タ
ベ

ー
ス
の
G
IS
に
よ
る
構

築
・
運

用
－

森
林

変
遷

の
把

握
と
温

暖
化

緩
和

機
能

の
評

価
－

嶋
田

光
化

学
反
応
に
よ
る
B
V
O
C
由
来

生
成
物
の
測
定
方

法
の
構
築
と
埼
玉

県
に
お
け
る
現

況
把
握

佐
坂

資
源

植
物
に
よ
る
汚
染
土
壌
の
修
復

効
果
に
み
ら
れ
る
品
種
間

の
差
の
評
価

王

中
小

河
川
・
水
路
に
お
け
る
水
生
生
物

の
生
息
環
境
の
評
価
手

法
の
検
討

木
持

光
化

学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
の
高
濃
度
化
と
温
暖
化
の
進
行
が
埼
玉

県
の
水
稲
に
及
ぼ
す
単
独
お

よ
び
複
合
的

な
影
響
の
評
価

米
倉

（
改
題

）
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
と
高

濃
度
二
酸
化
炭

素
が
埼
玉
県
の
水
稲
等

に
及
ぼ
す

単
独
お
よ
び
複
合
的
な
影

響
の
評
価
(H

2
7
～
)

河
川

水
中
ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
系
殺

虫
剤
濃
度
の
年
間

変
動

大
塚

県
内

に
お
け
る
有
機

ハ
ロ
ゲ
ン
難
燃

剤
の
汚
染
実
態
の
把
握

茂
木

浮
遊

細
菌

の
構

成
種

か
ら
見

た
埼
玉

県
内

河
川

の
水

質
特

性
評

価
渡
邊

生
態

園
を
モ
デ
ル
と
し
た
放
射
性
物
質

の
分
布
及
び
移
行
に
関

す
る
研
究

佐
竹

年
度
毎
の
自
主
研

究
実
施
数

3
4

3
7

3
6

3
1

2
7

2
7

2
5

2
2

2
2

2
3

2
1

2
0

1
8

1
7

1
8

－
－

－

注
）

自
主

研
究

お
よ
び

年
度

毎
の
自

主
研

究
実

施
数

は
、
平

成
2
6
年

度
ま
で
に
研

究
を
開

始
し
た
も
の
の
み

記
載

し
た
。
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資
料

３
セ
ン
タ
ー

職
員

の
海

外
派

遣
お

よ
び

海
外

研
修

員
の
受

入
等

の
実

績

平
成

年
度

区
分

単
位

通
算

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

1
8

1
9

2
0

2
1

2
2

2
3

2
4

2
5

2
6

件
1
1

9
1
1

1
1

8
7

6
7

1
3

2
0

2
3

2
5

2
1

3
5

2
9

2
3
6

職
員

派
遣

人
1
5

1
9

1
9

1
7

1
0

1
2

1
3

1
0

2
5

3
5

4
1

4
4

4
1

6
3

5
5

4
1
9

件
3

5
5

6
3

3
5

9
1
1

9
7

7
1
4

1
4

1
2

1
1
3

海
外

研
修

員
受

入
人

6
8

9
9

5
3

6
1
5

2
1

2
3

1
8

1
7

3
3

3
9

2
7

2
3
9

件
9

不
明

2
5

3
5

8
9

8
1
0

5
5

9
1
2

1
1

－
海

外
か
ら
の
訪

問
者

受
入

人
5
7

9
1

1
5

3
3

1
7

1
4

4
4

3
1

1
9

9
1

4
6

2
4

5
2

7
1

3
6

6
4
1
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資
料

４
表

彰
実

績
一

覧

表
彰
年

度
表

彰
者

賞
の

種
類

被
表

彰
者

平
成
1
2
年
度

全
国
公
害
研
協
議
会

全
国
公
害
研
協
議
会
会
長
賞

小
川
和
雄

平
成
1
3
年
度

埼
玉
県
知
事

埼
玉
県
職
員
功
績
表
彰

地
質
地
盤
・騒

音
担
当

平
成
1
4
年
度

環
境
省

（
環
境
大
臣
）

平
成
1
4
年
度
環
境
保
全
功
労
者
表
彰

須
藤
隆
一

平
成
1
4
年
度

日
本
水
処
理
生
物
学
会

第
５
回
日
本
水
処
理
生
物
学
会
学
会
賞

須
藤
隆
一

平
成
1
4
年
度

日
本
水
環
境
学
会

日
本
水
環
境
学
会
設
立
3
0
周
年
記
念
功
績
賞

河
村
清
史

平
成
1
4
年
度

日
本
植
物
学
会

平
成
1
4
年
度
JP
R
(J
o
u
rn
al

o
f
P
la
n
t
R
es
ea
rc
h
)論

文
賞

周
志
華
、
三
輪
誠
、
松
田
陽
介
、
宝

月
岱
造

平
成
1
5
年
度

物
理
探
査
学
会

第
4
3
回
物
理
探
査
学
会
賞

松
岡
達
郎

平
成
1
6
年
度

全
国
環
境
研
協
議
会
関
東
甲
信
静
支
部

全
国
環
境
研
協
議
会
関
東
甲
信
静
支
部
長
表
彰

小
野
雄
策

平
成
1
7
年
度

全
国
環
境
研
協
議
会

全
国
環
境
研
協
議
会
会
長
賞
表
彰

小
野
雄
策

平
成
1
8
年
度

環
境
省

（
環
境
大
臣
）

環
境
大
臣
表
彰
（
平
成
1
8
年
度
廃
棄
物
・
浄
化
槽
研
究
開
発
功
労
者
）

河
村
清
史

平
成
1
8
年
度

全
国
環
境
衛
生
大
会
（日

本
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー

）
第
5
0
回
全
国
環
境
衛
生
大
会
長
感
謝
状
（
平
成
1
8
年
度
環
境
衛
生
事
業
功
労
者
）

長
田
泰
宣

平
成
1
9
年
度

大
気
環
境
学
会

大
気
環
境
学
会

論
文
賞
（地

域
密
着
型
研
究
部
門
）

松
本
利
恵
、
米
持
真
一
、
丸
山
由
喜
雄
、
小
久
保
明
子
、
坂
本
和
彦

平
成
1
9
年
度

全
国
環
境
研
協
議
会
関
東
甲
信
静
支
部

全
国
環
境
研
協
議
会
関
東
甲
信
静
支
部
長
表
彰

杉
崎
三
男

平
成
2
0
年
度

環
境
省

（
環
境
大
臣
）

水
環
境
行
政
5
0
年
記
念
水
環
境
保
全
功
労
者
表
彰

杉
崎
三
男

平
成
2
0
年
度

全
国
環
境
研
協
議
会
関
東
甲
信
静
支
部

全
国
環
境
研
協
議
会
関
東
甲
信
静
支
部
長
表
彰

松
岡
達
郎

平
成
2
1
年
度

大
気
環
境
学
会

大
気
環
境
学
会
創
立
5
0
周
年
記
念
表
彰

地
域
功
労
賞

小
川
和
雄

平
成
2
1
年
度

大
気
環
境
学
会

大
気
環
境
学
会
創
立
5
0
周
年
記
念
表
彰

地
域
奨
励
賞

松
本
利
恵

平
成
2
1
年
度

水
文
・水

資
源
学
会

水
文
・
水
資
源
学
会

論
文
奨
励
賞

増
冨
祐
司

平
成
2
1
年
度

全
国
環
境
研
協
議
会
関
東
甲
信
静
支
部

全
国
環
境
研
協
議
会
関
東
甲
信
静
支
部
長
表
彰

山
口
明
男

平
成
2
2
年
度

日
本
エ
ア
ロ
ゾ
ル
学
会

日
本
エ
ア
ロ
ゾ
ル
学
会

奨
励
賞

長
谷
川
就
一

平
成
2
2
年
度

大
気
環
境
学
会

大
気
環
境
学
会
創
立
5
0
周
年
記
念
表
彰

地
域
奨
励
賞

米
持
真
一

平
成
2
2
年
度

大
気
環
境
学
会

大
気
環
境
学
会
創
立
5
0
周
年
記
念
表
彰

地
域
奨
励
賞

長
谷
川
就
一

平
成
2
2
年
度

全
国
環
境
研
協
議
会
関
東
甲
信
静
支
部

全
国
環
境
研
協
議
会
関
東
甲
信
静
支
部
長
表
彰

竹
内
庸
夫

平
成
2
2
年
度

大
気
環
境
学
会

大
気
環
境
学
会

論
文
賞
（技

術
調
査
報
告
）

石
川
紫
、
唐
牛
聖
文
、
竹
内
庸
夫
、
蓑
毛
康
太
郎
、
大
塚
宜
寿
、
野
尻
喜
好
、
柳
沢
幸
雄

平
成
2
2
年
度

日
本
水
環
境
学
会

日
本
水
環
境
学
会

論
文
奨
励
賞
（
廣
瀬
賞
）

亀
田
豊

平
成
2
2
年
度

河
川
整
備
基
金

河
川
整
備
基
金
助
成
事
業

優
秀
成
果
賞

亀
田
豊

平
成
2
2
年
度

物
理
探
査
学
会

物
理
探
査
学
会

論
文
賞

白
石
英
孝
、
浅
沼

宏

平
成
2
3
年
度

大
気
環
境
学
会

大
気
環
境
学
会

論
文
賞
（進

歩
部
門
）

板
野
泰
之
、
若
松
伸
司
、
長
谷
川
就
一
、
岡
崎
友
紀
代
、
紀
本
岳
志

平
成
2
3
年
度

全
国
環
境
研
協
議
会
関
東
甲
信
静
支
部

全
国
環
境
研
協
議
会
関
東
甲
信
静
支
部
長
表
彰

倉
田
泰
人

平
成
2
4
年
度

大
気
環
境
学
会

大
気
環
境
学
会

論
文
賞

高
橋
克
行
、
伏
見
暁
洋
、
森
野
悠
、
飯
島
明
宏
、
米
持
真
一
、
速
水
洋
、
長
谷
川
就
一
、
田
邊
潔
、
小
林
伸
治

平
成
2
4
年
度

廃
棄
物
資
源
循
環
学
会

廃
棄
物
資
源
循
環
学
会

奨
励
賞

川
嵜
幹
生

平
成
2
4
年
度

日
本
水
環
境
学
会

日
本
水
環
境
学
会

論
文
奨
励
賞
（
廣
瀬
賞
）

見
島
伊
織

平
成
2
4
年
度

環
境
科
学
会

環
境
科
学
会

優
秀
研
究
企
画
賞
（
富
士
電
機
賞
）

堀
井
勇
一

平
成
2
4
年
度

全
国
環
境
研
協
議
会
関
東
甲
信
静
支
部

全
国
環
境
研
協
議
会
関
東
甲
信
静
支
部
長
表
彰

細
野
繁
雄

平
成
2
5
年
度

日
本
環
境
化
学
会

日
本
環
境
化
学
会

環
境
化
学
論
文
賞

大
塚
宜
寿
、
蓑
毛
康
太
郎
、
野
尻
喜
好

平
成
2
5
年
度

全
国
環
境
研
協
議
会
関
東
甲
信
静
支
部

全
国
環
境
研
協
議
会
関
東
甲
信
静
支
部
長
表
彰

野
尻
喜
好

平
成
2
6
年
度

全
国
環
境
研
協
議
会
関
東
甲
信
静
支
部

全
国
環
境
研
協
議
会
関
東
甲
信
静
支
部
長
表
彰

梅
沢
夏
実

平
成

2
6
年

度
大

気
環

境
学

会
大

気
環

境
学
会

論
文

賞
山

神
真

紀
子
、
佐

川
竜

也
、
中
戸

靖
子
、
長

田
健

太
郎

、
米

持
真

一
、
山
本

勝
彦
、
山

田
大

介
、
芝
和

代
、

山
田
克
則
、
菅
田

誠
治

、
大

原
利

眞

平
成
2
6
年
度

全
国
環
境
研
協
議
会

全
国
環
境
研
協
議
会
会
長
賞
表
彰

倉
田
泰
人

平
成
2
6
年
度

日
本
学
術
振
興
会

審
査
委
員
表
彰

白
石
英
孝
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資料５ 環境科学国際センター講演会

センター講演会の基調講演を以下のとおり実施した。

平成年度 開催日 基調講演の講師とタイトル 参加者数

13年度 平成14年３月19日 中国科学院生態環境研究中心 教授 楊敏 67名

「中国における環境の現状と課題 －水環境を中心として－」

14年度 平成15年２月４日 タイ王国環境研究研修センター 所長 ユアリ・インナ博士 165名

「タイ王国における最近の環境管理」

15年度 平成16年２月10日 ソウル市立大学 環境工学部教授 李東勲 208名

「韓国における最近の廃棄物事情」

16年度 平成17年２月22日 埼玉県環境科学国際センター 外国人特別研究員（メキシコ州立自治大 122名

学農学部助教授） アマウリ・アルサテ

「希少種の大切さ －ミヤマスカシユリの保全を目指して－」

17年度 平成18年２月14日 中国上海交通大学 環境科学与工程学院教授 孔海南 171名

「中国上海市蘇州河の水環境の総合対策の状況及び中日環境協力」

18年度 平成19年１月12日 (株)イー・エヌ・ツー・プラス 取締役社長 池口孝 284名

「どうなってるの？開発途上国のごみ処理 －現状と課題、そして解決策

－」

19年度 平成20年１月29日 済州大学校 海洋科学大学土木環境専攻教授 李容斗 271名

「世界自然遺産 韓国済州道の環境問題と今後の展望」

20年度 平成21年１月28日 （独）国立環境研究所 循環型社会・廃棄物研究センターバイオエコ技 300名

術研究室長 徐開欽

「深刻化する中国の水環境と湖沼のアオコ問題」

21年度 平成22年１月21日 （独）国立環境研究所 理事長 大垣眞一郎 300名

「環境研究の課題と展望」

22年度 平成23年１月31日 横浜国立大学大学院 環境情報研究院教授 松田裕之 201名

「環境汚染対策と生物多様性条約」

23年度 平成24年１月31日 埼玉県環境科学国際センター 総長 坂本和彦 171名

「生態系サービスと地域環境保全」

24年度 平成25年２月１日 立正大学 地球環境科学部環境システム学科 教授 田村俊和 228名

「流域から環境をとらえる －荒川流域を例に－」

25年度 平成26年２月４日 内閣府食品安全委員会 委員長代理 佐藤洋 213名

「環境と食品の安全」

26年度 平成27年２月３日 （独）国立環境研究所 生物・生態系環境研究センター 主席研究員 245名

五箇公一

「生物多様性異変と人間社会 －人間社会は如何に生物と付き合うべき

か？－」


